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• Keck/MOSFIREでz~3.5のmassive quiescent銀河を分光同定。
• On-source積分時間：2.2+2.4hrs@H, 2.4hrs@K-band

• SED fitting w/ FAST++ → simulationでは予測（再現）できないSFH

• 急峻なSF quenchingの物理 (AGN shock/feedback等) が欠いている？

シミュレーションで再現できないMassive Quiescent銀河@z~3.5の発見

←Fig4. Mass assembly 
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星形成フェーズ(z~6-5) は再現出来ているが、
その後の急なquenching (z~4-3) が合わない。

Fig3. Best-fit SFH↑

z ~ 7.2で星形成を開始、
0.5Gyrの間1000Msun/yr

で成長、その後τで減衰。

• 単独の銀河でない可能性
• Close pair, dry merger? なさそう (Fig1)

• そうだとしてもまだmassive (1e11.2)

• 測光へのコンタミ
• そうだとしてもまだmassive (1e11.4)

• Dusty SBの可能性
• UVJ 2色図：post-SB位置�dust減光弱
• Dust減光では吸収線は作れない。

激しい星形成直後に急にquenchさせる
物理過程が必要。
• AGN起因のshock・feedbackによる
ガス加熱等。


